
最新のエリアディテクタCTで 
より安全な精密検査が受けられます 

最新技術の導入により自動的に被ばく線量低減が行われ 
短時間で高精度の画像診断が可能となります 

■東芝メディカルシステムズ最新CTスキャナ 

  当院では最新の東芝製エリアディテクタCTスキャナを設置しております。 
  当院のCT装置では狭心症・心筋梗塞などの冠動脈疾患や、脳出血・脳梗塞・
脳腫瘍など頭部疾患の診断等において、絶大な効果を発揮します。 

  日頃から定期的な検査による早期発見・治療はもちろん、精密検査まで受け
てい頂くことが可能です。 

  詳しい検査内容は医師へお気軽にご相談ください。 

 
当院のCT装置には撮影しながら圧倒的なノイズ低減処理を行う最新の 
「被ばく低減再構成」が搭載されており、被ばく線量を最大80％低減
に抑える事ができます。患者様は不安を感じる事無くリラックスしなが
ら検査を受けて頂けます。 

 

最新被ばく低減機能搭載 !! 

■当院撮影画像集 

心臓ＣＴ 解析画像 
（左前下行枝狭窄） 

心臓ＣＴ 外観画像 
（左前下行枝狭窄） 

全脳パーフュージョン画像
（脳梗塞） 



■最新CT装置 Aquilion ONE GENESIS Edition 

 Aquilion ONEは1回の撮影で１つの臓器を撮影することができます。 
 従来の64列マルチスライスCTでは寝台が動きながらデータを収集していま
したが、Aquilion ONEでは寝台移動を行う事無く撮影することでより高速な
撮影が可能となりました。最短0.275秒という短い撮影時間で検査できるた
め、息止めの難しかった小児や高齢者の患者さんに対しても非常に有用です。 

■面検出器による超高速撮影(0.275秒) 

  当院では最新CT装置であるAquilion ONE(東芝メディカルシステムズ社製)
を導入しています。『320列面検出器』を搭載したことで、1回の撮影で１
つの臓器(160mmの範囲)の撮影を可能にします。従来の64列マルチスライ
スCTに比べて、検査時間が飛躍的に短く、低被ばく且つ高精度な検査が可能
となりました。 

 これらの特徴を生かし、脳などの脳神経領域・心臓や血管などの循環器領域
でその威力を発揮します。この最新CT装置の導入により、高度な医療技術と
患者さんに優しい検査を提供することが可能となりました。 

 心臓は常に拍動している臓器であり、短時間での撮影が必要となります。 
 Aquilion ONEでは心臓全体をわずか0.14秒で撮影することができるため、 
 心臓の動きによる画像のブレのない鮮明な画像を得ることが出来ます。 
 患者さんへの身体的負担が少なく、短時間で検査を行うことができ、詳細な
診断情報を提供することが可能です。  

■循環器領域 

 寝台移動を行う事無く撮影することが出来るAquilion ONE。連続的に撮影
することで、時間軸を加えたデータが得られるため、臓器の動きや血液の循
環など、形態診断だけでなく機能診断が可能となります。 

 また、連続的な撮影により心配される被ばくについても最新画像再構成処理
FIRSTの搭載により、被ばく線量を大幅に低減することが可能となりました。 

 この結果、最大で従来の80％程度被ばく線量を低減しながら検査することが
できます。 

■形態診断(3D)から機能診断(4D)へ 


